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自己紹介

1984年ブラザー工業入社 ４０年弱ずっと研究開発
社内では変わった経歴？：1992年家族でアメリカ出向４年半

Microsoftアメリカ本社 半年間、Apple始め、アメリカ、台湾、
中国開発立上（人民服時代）,英国,仏国,インド企業共同開発
３００万台／年のインク複合機プリンタのプロジェクト責任者
参事 研究開発２部門にて部門長 240人
P-TOUCH CUBE 大ヒット 第4四半期新製品第３位(日経新聞)
JEITA技術委員、異業種交流会に参加し日本企業が同じ負の
ループに陥っていることを実感
失われた３０年はどうしてなのか？を問い続ける
MBA研究会創設、認定コーチ、ドローンパイロット
趣味： 飲み会＆スポーツ、スキー、バイクツーリング、茶道、陶
芸、歴史散策、簿記３級

現在
悪名高い?コンサルタント

JOB創造研究所 代表
(一社）価値共創研究会 顧問
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広告代理店は説得するのが商売、こちらの考えを通さないといけない
しかし、相手が説得されたという形にしてはいけない。 相手に勝たせる。
しかも、こちらの望む形で勝たせる。ぎりぎりまで渡しておいて、
相手に最後の一言を、
あたかもその人自身の考えであるかのように、言わせる。
そして、こちらは深く感心してうなずく。「ですよね」と (野矢茂樹のやしげき著)

・トレードオフを乗り越える 常識は非常識

・外や過去からの叡智を積極利用 アカデミア(ﾄｯﾌﾟｼﾞｬｰﾅﾙ)

・効率性と有効性の両立
・自立と統制の両立

・変革の不等式(慣性の法則を乗り越える)
・モチベーション理論、MOA理論 、JOB理論=>会社名（笑）
・SWOT分析 あばたもえくぼ ピンチはチャンス
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・“問い”のマネジメント 無知の知



アジェンダ

• もう怖くない? お茶席で抹茶（薄茶）の飲み方
• 茶の湯は武士の必須教養だった
• 名古屋人気質に茶の湯が影響
• 外部環境に適応して生き残ってきた
• 今こそビジネスに必須かも?
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・茶道有楽流 （尾張徳川家の茶頭）
・宗家家元より直接指導(薄茶、濃茶、風炉&炉炭手前、唐もの)
・超マイナーな流派だけど織田信⾧の弟というネームバリュー

＜茶の湯＞

橿原神宮 文華殿(重要文化財)
大徳寺孤篷庵 茶室 忘筌(非公開 重要文化財)
有松鳴海絞り竹田商店栽松庵さいしょうあん(市指定文化財 徳川14代将軍家茂)
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有楽斎短刀 来国光（国宝） 刀剣ワールド(矢場町)



かなり大胆な私見ですが、抹茶を飲むには 最低２つのこと
・１つめ 順番は、お菓子を食べてから抹茶を飲むと美味しくなります
・２つめ 周りの人々やお茶に感謝しながら飲むと何故か美味しくなります

利休百科 茶の湯とはただ湯を沸かし茶を点てて飲むばかりなることと知るべし
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抹茶を飲むには 最低２つのこと覚えていればOK
・１つめ 順番は、和菓子を食べてから抹茶を飲むと美味しくなります

懐紙があったら和菓子を懐紙の上にのせて食べる
（懐紙の使い方、お菓子の載せ方も流派で異なる）

・２つめ 周りの人々やお茶に感謝しながら飲むと美味しくなります

前後の人、亭主、お茶に感謝
お茶碗の正面を避けて、回して正面を避けて飲む
飲み終わったら、お茶碗を下げにくる人に正面を向けておくと

（飲む前の挨拶、お茶碗の回し方も流派で異なる。抹茶の泡の立て方も異なる）
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＜自宅で薄茶を作るには＞

抹茶 と 茶筅ちゃせん があればOK
（茶碗、茶杓、柄杓、釜、茶入は代用可能）

＜薄茶＞
抹茶 2g 茶杓２杯(一般的なティースプーン1杯)
お湯 60cc
温度 70℃～80℃ 柄杓1杯の水で温度下げる

茶碗いっぱいを使って手首のスナップを使って縦方向にしっかりと振ります
前後の動きと合わせて茶筅の位置を左右に動かします 
泡は好みに応じて
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武士たちがなぜ茶の湯に夢中になったのか?

堺は自治都市かつ最大の軍需産業都市で日本一の鉄砲の生産地で、豪商たちは茶の湯が好きで
豪商たちをもてなすことで、良好な関係を維持しようとしたのが信⾧

権威の象徴である東山殿御物を信⾧自身が集め直すことによって、自分に足利将軍の権威が投影
茶道具も自分がほしいのではなく、味方にしたい茶人や大名、場合によっては家臣の褒美として与え
武将のプライドをくすぐり信頼関係を築き人心掌握の政治的手段 茶の湯で天皇をもてなす

上流階級である足利将軍家が行っていた茶の湯を取り入れて
武士階級にも品格を身につけさせる

服従の証として名物茶器を家臣に与えて、お茶会を開催する許可を与えた
手柄のあった家臣に領地には限りがあるので、それを名物茶器に一国に値する価値をつけ、
その茶道具を所有していることが権力の象徴やステータスシンボルになる （茶の湯御政道）
滝川一盛かずますが厨橋城(前橋)の主になった時、城なんか欲しくない“珠光茄子”が欲しかったと嘆いた

政略

領地は
有限

権威

品格



CONFIDENTIAL Copyright@ 2024 JOB創造研究所 All Right Reserved.  

茶の湯は 禅とのつながりが深い
殺し殺し合う緊張感のある⾧い日々続く戦場だからこそ、精神の癒しを求め
平常心を取り戻し 精神生命を健康にする

精神

教養
戦のなくなった江戸時代でも
武士の必須の教養であり、ステータスシンボルだった
各藩に茶の湯の各流派が茶頭として召し抱えられる
紀州徳川家は表千家流、加賀前田家は裏千家流、尾張徳川家は有楽流

一体感 濃茶 １つの茶碗を３－５人で回し飲み

密議 秀吉の家来が戦場での茶の湯開催にクレーム
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石橋を叩いても渡らない名古屋人と茶の湯の関係
中京財界の特色として、その消極性・保守性がある。進取の気性に乏しく、新しい冒険に賭ける意欲が無い。祖先伝
来の稼業を大事に守り、土地にのみ放資して決して新事業に手を出さない。

消極性・保守性・排他性はどこから生まれてきたものか?
１ もともと退嬰的たいえいてきな人種なのか? ＝＞NO 天下の大盗賊
２ かつて天下を呑む気概のあった名古屋人がどうして 金本位の町人根性、骨の無いいのを特色とする と酷評さ
れるほどの退嬰的となったのか?
御三家の筆頭として肥沃な平野の上に立ち、木曾の山林も所領の中に加えられ、更に東西交通の要衝としてサービ
ス業収入に恵まれて経済的に極めて富裕だった珍しい藩

だがそれに加えて見逃すことのできないのは、尾張藩３００年の統治政策の影響である
豊臣氏の出生地として因縁の深い土地として最も警戒を要すべき土地。
下を見る政策を強制し、気風一変（活動力ある気風を捨てさせること）に努めた。
事勿なかれ主義、下見て暮らせと教えて活動力を抑えたこの政策が親藩の威力で以て、厳重に宣制されたために、
名古屋の人は哀れにも去勢された馬のようになってしまった。名古屋に茶（有楽流）が流行る、音曲舞踊が盛んな
のも下見ろ政策の結果

＜中京財界史 創意に生きる 城山三郎＞
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そんな中にも関わらず、創意に生きる人もいた 豊田佐吉、豊田喜一郎、安井正義など
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貴族（闘茶）

寺(禅) 鎌倉時代 栄西
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寺 貴族

武士

花嫁修業

ピラミッドの下層へ進出 vs 企業は利益率の高いピラミッドの上層へ

マス市場

武士

新興資本家階級 三井家 安田家

花嫁修業

上に立つためにはまず茶道を習え

明治8年東京 跡見女学校 作法教育として茶の湯を正式科目

ニッチ市場
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・人間（品格）修養

・ビジネス交渉 海外要人来日時、茶道でおもてなし。

政治の首脳レベル外交では常識 自分の土俵の中で交渉すべき!
中曽根さんがレーガン 小泉さんがブッシュパパ

・多様性 肩書を外したフラットな関係

60cm四方の小さい入口 誰も頭を垂れ、腰をかがめ、にじって(座ったまま膝を使い少しずつ進む)入室

・抹茶はSDGs （茶の葉を捨てない、何も加えない）

テアニン(カフェイン覚醒を抑制)と茶カテキン ビタミン豊富 ミネラル少し 食物繊維 カフェイン サポニン

今こそビジネスに必須かも
・思考を止め心を無にする時間が大事 お点前していると無(シータ波?)の境地(歩く瞑想ヴィパッサナー瞑想)

癒しとリフレッシュ 非日常の落ち着いた空間で五感遮断しリラックス=瞑想(マインドフルネス)に近い

・所作は 無駄が無く非常に合理的 しかも美しい
・ロジカル思考に加えデザイン、アート、クリエイティブ、直感的思考

茶はアート（感性）的スキルも向上 ビジネスは機能的価値から情緒的価値へ

・余白&マイナスの美学 茶室には無駄なものが無い

・教養 茶道は日本文化の集大成 禅の精神を含んだ総合伝統芸術
世界では、自国の伝統文化的アイデンティティは人間的魅力 (vs リベラルアーツを学んできている欧米エリート)
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企業も海外顧客に茶室でお茶の接待
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松下幸之助
忙しくても毎朝自分で一服のお抹茶を点てて心を整えてから仕事に就いた
自らの執着を掃き清めて空っぽにする そうすれば物事が入る余地が出来て自然と色々なものが入ってくる
素直な心＝囚われない心＝茶の湯の和敬清寂（和やかに・お互いを敬い合い・清らかな心で・何事にも動じない）
松下政経塾 でも茶道は必修科目

スティーブ・ジョブス
禅 示 ＋ 単 複雑なものをなくし、できるだけシンプルに考えるという思想
不要なものをそぎ落して絞り込んでいるiPhone マイナスの美学

今まさに世界の巨大企業が 日本企業とその礎となる文化を学びに来ている
日本企業の強みは何なのか?
その強みの礎となる文化は何なのか、茶の湯などから学ぶ



千利休さんの言葉

ただお茶を飲むだけ

抹茶を気楽に楽しみましょう

最後に
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不調法で失礼致しました
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